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⑩ 著 書
1 )  難波恒雄， 小松かっ子 : チ ベ ッ ト 医学 と そ の薬

物資源. 1海外の学術調査( 1 )ーア ジ ア の 自 然 と 文
化-J 中尾佐助ほか著， 47・67， 日 本学術振興会，

東京， 1993. 
2) 難波恒雄 : 1食生活を考え る 一健 やか に 生 き る

た め の薬膳一J 179 富山市， 富山， 1993. 
3 )  難波恒雄監修 : 1漢方家庭薬湯入浴法」 矢崎栄

司編， 243， ほ んの木， 東京， 1993. 
4 )  難波恒雄監修 : ち ょ っ と 危 ない野草(ハーブ)学.

IUTAN 驚異の科学 シ リ ーズ19 か らだに良い食 ・
悪い食」 内 田安茂編， 54幽65， 学習研究社， 東京，
1993. 

5 )  難波恒雄 : 1和漢薬百科 図 鑑 1 J ， pp.xiv + 
606 +p1. 1 --40， 保育社， 大阪， 1993. 

⑩ 原 著
1 )  Huang X.-L . ，  Kakiuchi N . ，  CheQ.-M. ，  Huang 

8 . -L. ， Hattori M. and Namba T. : Effects 
of Extracts of ZIαnthoxylum Fruits and 
Their Constituents on 8pontaneous Beating 
Rate of Myocardial Cell 8heets in Culture. 
Phytotherapy Research 7 : 41 ・48， 1993. 

2 )  Kadota 8 . ，  Terashima 8 . ，  Basnet P . ，  Kikuchi 

T. and Namba T. : Palbinone， a Novel Terpe­
noid from Pαeonzα αlbiflorα ; Potent Inhi­
b i t o r y  A c t i v i t y  o n  3 α -Hy d r o x y s te r o i d  
Dehydrogenase. Chem. Pharm. Bul1. 41 : 487-
490， 1993. 

3 )  Yamaj i  8 . ，  Komatsu K . ，  Xu G.-J.  and 
N am ba T. : Pharmacognostical 8tudies on 
the Tibetan Crude Drugs (6) ， On “'sPang-rtzi 
do・bo " Derived from Pterocephαlus Plants. 
J. Jpn. Bot. 68 : 77・87， 1993. 

4) Meselhy M.R. ，  Kadota 8 . ，  Hattori M. and 
Namba T. : Metabolism of 8afflor Yellow 
B by Human Intestinal Bacteiia . J .  Nat. 
Prod.  56 : 39・45， 1993. 

5 )  Li J . -X . ，  Kadota 8 . ，  Hattori M. ，  Yoshimachi 
8. ， 8hiro M. ，  Oogami N . ，  Mizuno H. and 
Namba T . : Constituents of Cimicifugae 
Rhizoma. 1 .  Isolation and Characterization 
of Ten New Cyc1oartenol Triterpenes from 
Cimicifugα herαcleifoliα KOMAROV. Chem. 

Pharm. Bul1. 41 : 832-841 .  1993. 
6 )  Namba T. ，  Xu H. -X. ， Kadota 8 . ，  Hattori 

M. ，  Takahashi T. and Kojima Y. : Inhibition 
of IgE Formation in Mice by Glycoproteins 
from Corn 8ilk. Phytotherapy Research 7 : 

227・230. 1993. 
7 )  Basnet P . ，  Kadota 8 . ，  Terashima 8 . ，  

8himizu M.  and Namba T. : Two New 
2-Arylbenzofuran Derivatives from Hypogly­
cemic Activity-Bearing Fractions of Morus 
insignis. Chem. Pharm. Bul1. 41 : 1238-1243 ， 
1993. 

8 )  Liu Y.-P. ，  Komatsu K . ，  Park J.-H . ，  Mikage 
M. and Namba T. : Pharmacognostical 
8tudies on the Polygonαtum Plants ( Part 
II ) ，  On the Botanical Origins of the Crude 

Drug “ Whangj eong ( 黄精 ) " from Korea . 
8hoyakugaku Zasshi 47 : 131 ・143， 1993. 

9 ) 劉 玉 浮 ， 小 松 か っ 子 ， 難 波 恒 雄 :
Polygonαtum 属植物の生薬学的研究 ( 第 3 報 ) ， 

中国産 Polygonαtum 属植物 の根茎の形態. 生薬
学雑誌 47 : 144-155， 1993. 

10 ) 釘貫ふ じ ， 難波恒雄 : 日 本民間薬の生薬学的研
究 (第 9 報) ， 石南葉の葉の形態 生薬学雑誌 47 : 
173-181. 1993. 

1 1 )  釘貫ふ じ ， 難波恒雄 : 日 本 民間薬 の 生薬学的
研究 (第10報) ， は こ べ属及び関連植物 の葉 と 葉
柄及び毛の組織形態に つ い て . 生薬学雑誌 47 : 
182- 190. 1993. 

1 2 )  Kuginuki F. and Namba T. : Pharmacog­
nostical 8tudies on the Genus SteUαnα and 
Its Related Genera :xr. Anatomical Features 
of 8tems in 8everal Stellariα 8pecies and 1 ts 
Related Genera. 8hoyakugaku Zasshi 47 : 
191- 199， 1993. 

13) 王 時溝， 徐 国鈎， 服部征雄 ， 難波恒雄 :
党参類多糖比色法含量測定. 植物資源輿環境 2 :
62-64. 1993. 

14 ) 釘貫ふ じ ， 難波恒雄 : 日 本民間薬 の 生薬 学的
研究 (第12報 ) 弟切草の研究( 1 ) ， オ ト ギ リ ソ ウ
属 と ミ ズオ ト ギ リ の葉 と 地上茎の形態 植物研究
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雑誌 68 : 224・235， 1993. 
15 ) El・Mekkawy S . ，  Meselhy M.R. ，  Kawata 

Y . ，  Kadota S . ，  Hattori M. and Namba T. : 
Metabolism of Strychnine N-oxide and Bru­
cine N-oxide by Human Intestinal Bacteria. 
Planta Medica 59 : 347・350， 1993. 

16 ) Basnet P . ，  Kadota S. ， Manandhar K. ，  
Manandhar M.D.  and Namba T. : Constituents 
of Boenninghαuseniα αlbぴlorα : Isolation and 
Identification of Some Coumarins . Planta 
Medica 59 : 384・386. 1993. 

17) Basnet P . ，  Kadota S.， Li J. -X. ， Wu C.-Z. 
and Namba T. : ( ー ) -Corydecumbine， a Novel 
Phthalideisoquinoline Alkaloid from Cory­
dalis decumbens . Heterocycles 3 6 : 2 2 0 5 ・

2208， 1993. 
18) Basnet P . ，  Kadota S . ，  Shimizu M. ，  Xu 

H.-X. and Namba T. : 2 '  -Hydroxymatteucinol， 
a New C-Methyl Flavanone Derivative from 
Mαtteucciα orientαlis ; Potent Hypoglycemic 
Activity in Streptozotocin ( STZ ) -Ind uced 
Diabetic Rat. Chem . Pharm. Bull. 41 : 1790-

1795， 1993. 
19 ) Meselhy M.R. ，  Kadota S . ，  Momose Y . ，  

Hatakeyama N. ，  Kusai A . ，  Hattori M.  and 
N am ba T. : Two N ew Quinochalcone Yellow 
Pigments from Cαrthαmus tinctorius and 
Ca 2 + Antagonistic Activity of Tinctormine . 
Chem. Pharm. Bull. 41 : 1796・1802， 1993. 

20 ) Xu H. -X. ， Kadota S . ，  Kurokawa M. ，  
Shiraki K . ，  Matsumoto T. and Namba T.  : 
Isolation and Structure of W oodorien， a 
New Glucoside Having Antiviral Activity， 
from Woodwαrdiα orientαlis. Chem. Pharm. 
Bull . 41 : 1803-1806， 1993. 

2 1 )  釘貫ふ じ， 難波恒雄 : 日 本民間薬 の 生薬学的
研究 (第13報 ) 弟切草の研究( 2 ) ， オ ト ギ リ ソ ウ
属の葉 と 地上茎の形態 植物研究雑誌 68 : 261・273，
1993. 

22 ) Yokozawa T . ，  Ogama T . ，  Kawata Y . ，  
Namba T . ，  Miyabayashi C. and Hattori M. : 
Hepatopathy-Inhibiting Action of the Fresh 
W a ter Fish Akaza (Lio bαgrus reini HILGEN­
DORF ) . Shoyakugaku Zasshi 47 : 2 2 9 ・ 23 4 ，
1993. 

23 ) 劉 玉芹， 小松 か っ 子 ， 謝 宗万， 難波恒雄 :
Polygonαtum 属植物の生薬学的研究 ( 第 4 報 ) ，

中 国産 「玉竹J， í黄精」 及び関連生薬の基源 につ
い て . 生薬学雑誌 47 : 249-266， 1993. 

24 ) Kusumoto I.T. ，  Hattori M. ，  Ishii H. and 
Namba T. : A Comparative Study on the 
Inhibitory Effects of Flavonoids and Alka­
loids on Reverse Transcriptases of Different 
Retroviruses. Shoyakugaku Zasshi 47 : 29 1 -
294， 1993. 

25 ) Kurokawa M� ， Ochiai H. ， Nagasaka K. ， 
Neki M. ，  Xu H . -X. ，  Kadota S. ， Supriyatna 
S . ，  Matsumoto T . ，  Namba T. and Shiraki 
K. : Antiviral traditional medicines against 
herpes simplex virus ( HSV・ 1 ) ， poliovirus ， 
and measles virus in vitro and their thera­
peutic efficacies for HSV・1 infection in mice. 
Antiviral Research 22 : 175- 188， 1993. 

26 ) Hattori M. ，  Yang X.-W. ， Miyashiro H.  
and Namba T. : Inhibitory Effects of Mono­
meric and Dimeric Phenylpropanoids from 
Mace on Lipid Peroxidation in vivo and in 
vitro . Phytotherapy Research 7 : 395 ・ 40 1 ，
1993. 

27 ) Shiotani Y . ，  Terasawa K. ，  Miyashiro H . ，  
Hattori M. ，  Komatsu K. ，  L i  X.-B. and 

Namba T. : Studies on the anti-inflammatory 
effects of the Chinese crude drug ‘Shoma' 
( Cimicifugae Rhizoma) .  J. Med. Pharm. Soc. 
WAKAN-YAKU 10  : 1 10- 1 17， 1993. 

28) Hattori M. ，  Kusumoto I.T. ， Soga M. and 
N am ba T. : Screening of various Ayurvedic 
medicines for their inhibitory activities on 
reverse transcriptase and identification 
arecatannins and embelin as major inhibitory 
substances from Arecα cαtechu and Embeliα 
ribes . J .  Med . Pharm. Soc . WAKAN-YAKU 
1 0  : 141 ・ 148. 1993. 

29 ) Xu H. -X. ， Kadota S . ，  Hattori M. ，  Takahashi 
T. ， Kojima Y. and Namba T. : Inhibitory 
Effects of the Water Extract of Spikes of 
Miscαnthus sinensis on IgE Formation in 
Mice. Planta Medica 59 : 529・532， 1993. 

⑨ 学会報告
1 ) 楊 凌， 赤尾光昭， 小橋恭一， 車 慶明， 服

部征雄， 難波恒雄 : Bifidobαcterium sp. SEN 

の Sennoside 水解酵素 の誘導. 日 本薬学会第 1 13

年会， 1993， 3 ， 大阪
2 )  赤尾光昭， 小橋恭一， 車 慶明， 服部征雄， 難
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波恒雄 : バルバ ロ イ ン は ヒ ト 腸内細菌に よ り 潟下
活性を示す. 日 本薬学会第 1 13年会， 1 993， 3 ， 
大阪.

3 )  中林毅司， 宮代博継， 服部征雄， 楠本 イ ネ ス 倶
子， 難波恒雄， 垣 内 信 子 ， 下遠野邦忠 : HIV- プ
ロ テ ア ー ゼ阻害活性を有す る 生薬成分 の研究 II ，
漢薬お よ びア ーユ ル ヴ ェ ー タゃ薬物 に つ い て . 日 本
薬学会第113年会， 1993， 3 ， 大阪.

4) 寺薗将隆， 手塚康弘， 菊池 徹， 楠本 イ ネ ス 倶
子， 門田重利， 服部征雄， 難波恒雄， ス タ ルジ ョ ・
ス プ リ ヤー タ ナ， 田 中 謙 : イ ン ドネ シ ア産薬用
植物 Helicteres isorα の 成分研究. 日 本薬学会

第1 13年会， 1993， 3 ， 大阪.
5 )  Purusotam Basnet ， 門 田 重 利 ， 徐 宏 喜 ，

難波恒雄， 清水写夫 : イ ヌ ガ ン ソ ク Mαtteucciα
orientalis ( HOOK. )  TREV の血糖降下作用物質 に
つ い て. 日 本薬学会第1 13年会 1993， 3 ， 大阪.

6 )  徐 宏喜， 門田重利， 難波恒雄， 黒川 昌彦， 白
木公康， 松本孝夫 : 貫衆の抗 ウ イ ルス 作用につ い
て. 日 本薬学会第1 13年会， 1993， 3 ， 大阪.

7) Meselhy M.R.，  Kadota S . ，  Hattori M. and 
Namba T. : Metabolism of Shikonin by 
Human Intestinal Bacteria. 日 本薬学会第 1 1 3
年会， 1993， 3 ， 大阪.

8 )  伊藤 親， 小松かっ子， 難波恒雄 : 花椴お よ び
山 椴 の 生薬学 的研究 ( 第 2 報 ) ， zαnthoxylum 
亜属 に 由来す る 中 国産 「花搬」 に つ い て . 日 本薬
学会第1 13年会， 1993， 3 ， 太阪.

9 )  難波恒雄， 小松かっ子， 鐘 国躍 : 淫羊 蓄の生
薬学的研究 (第 2 報 ) 四 川 省市場品 の 原植物 に
つ い て ( そ の 2 ). 日 本薬学会第1 1 3年会， 1993 ， 
3 ， 大阪.

10 ) 難波恒雄， 小松かっ子 周 光春 : 中 国 の 少
数民族 「葬族」 の薬物の生薬学的研究 ( 第 l 報) ，
“ A-ji-ba-mo " につ い て. 日 本薬学会第1 13年会，
1993， 3 ， 大阪.

1 1 )  EI-Mekkawy S. ，  Kusumoto 1. T . ，  Kadota S . ，  
Hattori M.  and Namba T.  : Inhibitory activ­
ity of plants used in Egyptian folk medicine 
on reverse transcriptase of HIV- l ， 日 本 薬

学会第1 13年会， 1993， 3 ， 大阪.

12 ) 黒川 昌 彦 ， 白 木公康， 徐 宏喜， 門 田 重利，
難波恒雄， 松本孝夫 : ウ イ ルス 病治療に有効 な伝
統医薬の開発 ( 第 2 報) . 日 本薬学会第 1 13年会，
1993， 3 ， 大阪.

13 ) 難波恒雄 : 利用心筋培養細 胞以伝統薬物 中 関
発治療心臓病的薬物. ( 培養心筋細 胞 を 用 い た伝

統薬物に よ る 心臓薬の開発 ) . 第四届 中 日 伝統 医
薬学研討会， 1993， 4 ， 北京 ( 中国) .

14 ) 楠本 イ ネ ス 倶子， 服部征雄， 難波恒雄， 大竹
徹， 森 治代， 森本素子， 上羽 昇 : イ ン ド ネ シ
ア 生薬の抗 HIV 作用. 第10回和漢医薬学会大会，
1993， 8 ， 富山.

15 ) 黒川 昌彦， 白 木公康， 徐 宏喜， 門 田 重利，
難波恒雄， 大山晴生， 穂積豊治 : ヘルペス ウ イ ル
ス 感染症 に有効な伝統医薬の ア シ ク ロ ビルに対す
る併用効果. 第10回和漢医薬学会大会， 1ω3， 8 ， 
富山.

16 ) 釘貫ふ じ， 難波恒雄 : 日 本民間薬 の生薬学的
研究 (第16報 ) イ チ イ (一位) に つ い て. 日 本生
薬学会第40回年会， 1993， 9 ， 大阪.

17 ) 難波恒雄， 小松かっ子， 李 暁波 : 漢薬 「升
麻」 の生薬学的研究 ( 第 1 報 ) Cimicifugα 属植
物 に 由来す る 中国産升麻につ いて. 日 本生薬学会
第40回年会， 1993， 9 ， 大阪.

18 ) 難波恒雄， 小松かっ子， 鐘 国躍 : 中 国四 川
省産民 間 薬 の 生薬 学 的 研 究 ( 第 3 報 ) メ ギ科
Dysosmα 属 に 由 来す る 「八角蓮」 につ い て . 日
本生薬学会第40回年会， 1993， 9 ， 大阪

19 ) Purusotam Basnet ， 門 田重利， 清水率 夫 ，
難波恒雄 : セ ンブ リ (8ωertiαjα'Ponlcα MAKINO)
全草の血糖降下作用物質 につ いて. 日 本生薬学会
第40回年会， 1993， 仏 大阪

20 ) 後藤若菜， 黒川 昌彦， 白木公康， 門 田 重利，
難波恒雄 : 生薬に よ る 抗B型肝炎 ウ イ ルス 薬 の開
発研究. 日 本生薬学会第40四年会， 1 993 ， 9 ， 
大阪.

21 ) 李 建新， 呉 春珍， Purusotam Basnet ， 
門 田重利， 難波恒雄 : 中 薬 夏 天 無 C Corydαlis
decumbens (THUNB. )  PERS. の塊茎 〕 野生品 と

栽培品の成分比較. 日 本生薬学会第4 0 回 年 会 ，
1993， 9 ， 大阪

22 ) 服部征雄， 楊 秀偉， 宮代博継， 難波恒雄，
加藤弘巳， 金岡又雄 : Paeonimetabolin - 1 の酵
素免疫測定法につ いて. 日 本生薬学会第40回年会，
1993， 9 ， 大阪.

23 ) 黒川 昌彦， 長坂和彦， 根木 実， 落合 宏，
白木公康， 難波恒雄， 大山晴生 ， 穂積豊治 : 種 々
の抗単純ヘルペス ウ イ ルス作用機序を持つ伝統医
薬の検索. 第41回 日 本 ウ イ ルス学会総会， 1993 ， 
10， 札幌.

24 ) Namba T. : The Resources and Effective 
Utilization of the Traditional Chinese 
Medicinal Herbs. 7 th International Symposium 
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on Chinese Drug， 1993， 10， Beij ing (China). 
難波恒雄 : 和漢薬資源 と そ の有効利用. 第七届国
際中草薬研究討論会， 1993， 10， 北京 ( 中国 ).

25 ) Kusumoto I .T. ，  Hattori M. and Namba 
T. : Inhibitory Effects of Traditional Medi­
cines on Retroviral Enzymes . 7 th Inter­
national Symposium on Chinese Drug， 1ω3， 
10， Beij ing ( China) .  

楠本 イ ネ ス 倶子， 服部征雄， 難波恒雄 : レ ト ロ ウ
イ ルス酵素阻害作用 を有す る伝統薬物. 第七届国
際中草薬研究討論会， 1993， 10， 北京 ( 中 国 ).

26 ) Wang Z . -T . ，  Hu M. ，  Xu G. ーJ. and Namba 
T. : Study on Quality Evaluation of Codon­
opsis Radix . 7th International Symposium 
on Chinese Drug， 1993， 10， Beij ing (China). 

27 ) Kojima Y.， Takahashi T.， Xu H.-X . ，  
Kadota S . ，  Hattori M. and Namba T. : 
Interferon-inducing， antitumor， and immuno­
modulating activities of a polysaccharide 
fraction separated from corn silk . ISIGR 
， 
9 3 ， Annual Meeting of the International 

Society for Interferon and Cytokine Research， 
1993， 10， Tokyo . 

28 ) 難波恒雄 : ネ パールで比較民族薬物学 を考え

る . 第20回ネパール研究学会北陸大会， 1993， 10， 

富山.
29 ) 小松かっ子 : ネ パー ル及 び そ の 周 辺地域の伝

統薬物-チベ ッ ト 薬物を 中心に し て- 第20回ネ
パール研究学会北陸大会， 1993， 10， 富山.

30 ) 山路誠一 : ネ パール及び チ ベ ッ ト の薬物文献
に つ い て . 第20 回 ネ パ ー ル研 究 学 会 北 陸 大 会 ，
1993， 10， 富山.

31 ) P. バ ス ネ ッ ト : ヒ マ ラ ヤ のセ ン ブ リ 属の仲間
ーチ ラ イ タ 草 と セ ン ブ リ - 第20回ネ パール研究
学会北陸大会， 1993， 10， 富山.

32 ) 松繁克道 : ネ パールの宗教構造 と シ ャ ー マ ニ
ズ ム . 第20回ネ パー ル研究学会北陸大会， 1993 ， 
10， 富山.

33 ) 山路誠一， 小松かっ子， 難波恒雄 : イ ン ド­
チ ベ ッ ト ー中 国 で使用 さ れ る 薬物 ， “ JATAMA
NSI" 一 " sPang-spos " - “甘松香" (Nardosta­
chyos Rhizoma ) に つ い て . ア ー ユ ル ヴ ェ ー ダ
研究会第15回研究総会， 1993， 1 1 ， 金沢.

34 ) 難波恒雄 : イ ン ド周辺 の薬物一比較民族薬物
学の提唱- ア ーユ ル ヴ ェ ー ダ研究会第15回研究
総会， 1993， 1 1 ， 金沢.

⑩ そ の 他
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